
 

 

薬学特論（衛生・分析・動態） 

責 任 者・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 衛生化学分野 杉山 晶規 教授 

担当講座・学科(分野) 衛生化学分野 、薬物代謝動態学分野、創薬有機化学分野 

対象学年 5  

区分・時間数 講義 15 時間  期  間 後期  

単 位 数 1 単位  

・学習方針（講義概要等） 

 これまでに学んだ科目のうち、幅広い知識と視野が必要とされる衛生と薬物の体内動態を知る上で

必要不可欠な性状解析法や体内分布の概念や計算能力を復習して基礎力を確実にし、進歩させ、6 年

生での総復習に備える。 

・教育成果（アウトカム） 

 保健衛生、食品衛生、毒性、環境衛生に関する復習を行うことにより、衛生系科目に関する知識を

整理し、理解を深めることができる。また、薬物の性状解析法や体内分布の概念を理解し、基本的な

薬物の体内動態を推定できるようになることで、最終学年での総合的なまとめの学習に取り組む準備

ができる。                          (ディプロマ・ポリシー：2,3,4,7) 

・到達目標（SBO） 

1. 化学物質の性質について説明できる(166、171、176、177、179、186)。 

2. 健康と環境について説明できる(511、516～518、520、521、534～537、545、547、548)。 

3. 薬の体内運命について説明できる(822、839、840)。 

・講義日程                             （矢）西 2-A 講義室 

月日 曜日 時限 講座・分野 担当教員 講義内容/到達目標 

2/14 月 1 衛生化学分野 杉山 晶規 教授 

保健統計 

1. 人口統計及び傷病統計について説明

できる。 

【双方向授業】【ICT (moodle)】 

事前学習：教科書の該当範囲を一読し

要点を確認しておくこと。 

事後学習：課題に取り組み、講義内容

を復習し、重要事項を定着させるこ

と。 

2/14 月 2 薬物代謝動態学分野  幅野 渉 准教授 

薬物動態の解析(1) 

1. 代表的な薬物動態パラメータの定義

とそれらの関係を説明できる。 

【双方向授業】【ICT (moodle)】 



 

 

事前学習：教科書の該当範囲を一読し

要点を確認しておくこと。 

事後学習：課題に取り組み、講義内容

を復習し、重要事項を定着させるこ

と。 

2/16 水 1 衛生化学分野 杉山 晶規 教授 

食品衛生 

1. 食品の変質と保存法、食品添加物に

ついて説明できる。 

2. 保健機能食品と食品の機能性につい

て説明できる。 

【双方向授業】【ICT (moodle)】 

事前学習：教科書の該当範囲を一読し

要点を確認しておくこと。 

事後学習：課題に取り組み、講義内容

を復習し、重要事項を定着させるこ

と。 

2/16 水 2 創薬有機化学分野 河野 富一 教授 

化学反応の反応速度 

1. 物質の変化として、化学反応の反応

速度について説明できる。 

【双方向授業】【ICT (moodle)】 

事前学習：教科書の該当範囲を一読し

要点を確認しておくこと。 

事後学習：課題に取り組み、講義内容

を復習し、重要事項を定着させるこ

と。 

2/18 金 1 薬物代謝動態学分野  幅野 渉 准教授 

薬物動態の解析(2) 

1. 血中薬物濃度の時間推移と薬物動態

パラメータの関係を説明できる。 

【双方向授業】【ICT (moodle)】 

事前学習：教科書の該当範囲を一読し

要点を確認しておくこと。 

事後学習：課題に取り組み、講義内容

を復習し、重要事項を定着させるこ

と。 

2/18 金 2 衛生化学分野 杉山 晶規 教授 

毒性 

1. 化学物質の安全性評価と適正使用に

ついて説明できる。 

【双方向授業】【ICT (moodle)】 

事前学習：教科書の該当範囲を一読し

要点を確認しておくこと。 

事後学習：課題に取り組み、講義内容

を復習し、重要事項を定着させるこ

と。 

2/24 木 1 薬物代謝動態学分野  幅野 渉 准教授 

薬物動態の解析(3) 

1. 定常状態の血中濃度を指標とした薬

物投与設計ができる。 



 

 

【双方向授業】【ICT (moodle)】 

事前学習：教科書の該当範囲を一読し

要点を確認しておくこと。 

事後学習：課題に取り組み、講義内容

を復習し、重要事項を定着させるこ

と。 

2/24 木 2 創薬有機化学分野 河野 富一 教授 

化学平衡 

1. 化学物質を含む溶液中における各種

の平衡について説明できる。 

【双方向授業】【ICT (moodle)】 

事前学習：教科書の該当範囲を一読し

要点を確認しておくこと。 

事後学習：課題に取り組み、講義内容

を復習し、重要事項を定着させるこ

と。 

2/28 月 1 衛生化学分野 杉山 晶規 教授 

環境 

1. 環境汚染と地球環境の保全について

説明できる。 

【双方向授業】【ICT (moodle)】 

事前学習：教科書の該当範囲を一読し

要点を確認しておくこと。 

事後学習：課題に取り組み、講義内容

を復習し、重要事項を定着させるこ

と。 

2/28 月 2 薬物代謝動態学分野  幅野 渉 准教授 

薬物動態の解析(4) 

1. 経口投与された薬物の体内動態をバ

イオアベイラビリティを用いて説明で

きる。 

【双方向授業】【ICT (moodle)】 

事前学習：教科書の該当範囲を一読し

要点を確認しておくこと。 

事後学習：課題に取り組み、講義内容

を復習し、重要事項を定着させるこ

と。 

・成績評価方法 

定期試験（100％） 

・特記事項・その他 

授業に対する事前学修 の時間は予習 30 分、復習 30 分を要する。 

定期試験前には 15 時間程度の総復習の時間を確保する必要がある。 

 


